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2 月 14 日　意見書提出

3 月 20 日　アグリパートナー協議会臨時総会

富良野市年金協議会総会……………… 7 月 7 日

作柄調査 （兼市長作況） ……………… 7 月 14 日

農地パトロール推進会議 ……………… 7 月 26 日

まちづくりトーク ……………………… 8 月 18 日

（市議会議員との意見交換）

今後の予定

8月18日予定のまちづくりトークでは昨年に引き

続き、鳥獣害対策について話し合う予定です。 過去の農地パトロールの様子。 農地パトロールでは市内全農地を

見回り遊休農地や違反転用がないかなどを調査します。

1. 19 ①女性農業委員 ・ 農地利用最適化推進　

  委員等活動強化研修 （オンライン）

1. 20 ②全道農業者年金研究会 （オンライン） 

1. 26-27 ③女性農業委員登用に向けての先進地視察 

  （石狩市 ・ 岩見沢市 ・ 札幌市）

1. 31 ④市町村農業委員会活動強化研修会 （オンライン） 

2. 9 ⑤農業者年金研修会 （旭川市）　

2. 14 ⑥市長への意見書提出 （市役所）

2. 15 ⑦富良野沿線農業委員会連絡協議会研修会 （中富良野町）

3. 20 ⑧富良野地方アグリパートナー協議会臨時総会 （市役所）

今年1月からの
活動

を報告します
。詳細

は2ページ以降
に！



ふらの農業委員会だより 令 和 ５ 年 ７ 月 （2）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
踏
ま
え

Z
o
o
m
を
利
用
し
た
ラ
イ
ブ
配
信

で
行
わ
れ
、
市
役
所
会
議
室
で
研
修

し
ま
し
た
。
研
修
会
の
前
半
は
、「
農

業
委
員
会
に
お
け
る
女
性
登
用
の
推

進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
農
林
水
産

省
就
農
・
女
性
課
女
性
活
躍
推
進
室

長
　
渡
邉
桃
代
氏
に
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
休
憩
を
挟
ん
で
後
半
は
、

事
例
報
告
と
し
て
美
深
農
業
委
員
会

よ
り
「
女
性
農
業
者
の
つ
ど
い
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
報
告
と
し
て

「
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
の

活
動
と
女
性
登
用
に
つ
い
て
」
を
全

国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
副
会
長

道
下
和
子
氏
と
一
般
社
団
法
人
全
国

農
業
会
議
所
農
地
・
組
織
対
策
部
主

事
　
上
野
　
洸
喜
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
『
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
』
に
お
い
て
、
全
て
の
分
野
に
お

い
て
「
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性

の
割
合
が
２
０
２
０
年
代
の
可
能
な

限
り
早
期
に
30
％
程
度
と
な
る
よ
う

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
」
と

さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
女
性

の
割
合
を
早
期
に
20
％
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
30
％
と
す
る
成
果
目
標

が
設
定
さ
れ
、
農
林
水
産
省
か
ら
各

市
町
村
・
各
農
業
委
員
会
に
通
知
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
会
で
は
、

女
性
登
用
の
取
り
組
み
の
推
進
と
登

用
に
関
す
る
調
査
結
果
、
農
業
委
員

会
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
事
例
等
の

説
明
や
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
研
修
は
、
新
し
く
な
っ

た
市
役
所
内
で
初
め
て
の
ラ
イ
ブ
配

信
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
、
配

信
先
の
ト
ラ
ブ
ル
等
ハ
ー
ド
面
に
不

満
は
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性
登
用
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る
た
め
の
良
い

研
修
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
今
村
丈
哲
）

　
前
日
と
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
「
畑
と
の

で
あ
い
づ
く
り
〜
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ

で
も
色
あ
せ
な
い
〜
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
い
た
だ
き
ま
す
カ
ン
パ

ニ
ー
代
表
取
締
役
　
井
田
芙
美
子
氏

よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

お
、
後
半
の
情
勢
報
告
「
農
業
者
年

金
制
度
と
加
入
推
進
」
に
つ
い
て
は

当
委
員
会
総
会
と
時
間
が
重
な
っ
て

い
た
た
め
、
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
株
式
会
社
い
た
だ
き
ま
す
カ
ン
パ

ニ
ー
は
、
２
０
１
３
年
に
設
立
し

現
在
従
業
員
９
名
、
協
力
農
場
4

戸
、
畑
ガ
イ
ド
16
名
の
構
成
員
で
、

十
勝
で
農
業
へ
の
理
解
や
関
心
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
運
営
し

て
お
り
、
主
に
観
光
・
食
育
・
人
材

育
成
・
ツ
ア
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の

４
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講

演
の
中
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

作
業
体
験
や
収
穫
体
験
を
必
要
と
し

な
い
畑
ガ
イ
ド
『
農
場
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』

で
、
有
り
そ
う
で
無
か
っ
た
新
し
い

発
想
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
０
１
３

年
に
設
立
し
て
か
ら
順
調
に
来
場
者

を
増
や
し
て
い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
ラ
イ
ブ

配
信
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
体
験

と
啓
蒙
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
多
く
の
方
に
十
勝
農
業
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
農
業
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

挑
戦
を
続
け
て
い
く
姿
勢
か
ら
は
良

い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
注
目
し
て

み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。（
今
村
丈
哲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
よ
り

農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
女
性
農
業

委
員
登
用
に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う

国
か
ら
の
通
達
が
来
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
北
海
道
で
は
1
7
0
組
織
の

農
業
委
員
会
の
う
ち
女
性
農
業
委
員

が
い
る
組
織
は
７
割
と
の
事
で
す
が
、

富
良
野
市
で
は
未
だ
に
０
人
と
い
う

現
状
で
す
。
何
度
か
会
議
を
行
い
「
ど

う
い
う
選
考
の
仕
方
が
望
ま
し
い
の

か
、
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
も
ら
う

の
か
」
な
ど
協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、

あ
っ
せ
ん
業
務
の
事
や
農
業
委
員
の

人
数
な
ど
課
題
が
多
く
な
か
な
か
前

に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
農

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
の
活
動
を
報

告
し
ま
す
。 活
動
報
告

①
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
等
活
動
強
化
研
修

【
１
・
19
】

③
女
性
農
業
委
員
登
用
に
向
け
て

の
先
進
地
視
察
に
行
っ
て

【
1
・
26
〜
27
】

②
全
道
農
業
者
年
金
研
究
会【

１
・
20
】
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政
部
会
で
は
１
月
26
、
27
日
の
日
程

で
先
進
地
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
石
狩
市
農
業
委
員
会
を

訪
問
し
ま
し
た
。
委
員
数
18
名
の
う

ち
女
性
が
３
名
と
い
う
こ
と
で
女
性

の
割
合
は
高
い
で
す
。
女
性
委
員
は

元
市
議
会
議
員
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
部
長
の
方
々
で
石
狩
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
や
地
産
地
消
、
新
規
就
農

者
へ
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
南
部
の
Ｊ
Ａ
石
狩
管
轄
で

は
Ｊ
Ａ
が
あ
っ
せ
ん
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。
女
性
が
い
る

事
で
活
気
が
あ
り
コ
ロ
ナ
が
明
け
た

の
ち
は
、
も
う
少
し
活
動
の
幅
を
広

げ
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　
２
日
目
は
岩
見
沢
市
農
業
委
員
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。
委
員
数
36
名
の

う
ち
女
性
が
３
名
で
Ｊ
Ａ
職
員
、
教

職
員
、
専
業
主
婦
の
方
々
で
す
。
あ
っ

せ
ん
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
集
積
計
画

作
成
時
の
立
会
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

は
班
に
分
か
れ
て
全
員
で
行
っ
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
あ
っ
せ
ん
件
数

は
4
0
0
件
程
度
と
い
う
こ
と
で
富

良
野
市
の
倍
以
上
あ
り
ま
す
が
、
シ

ス
テ
ム
が
効
率
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

女
性
委
員
は
、
農
業
者
年
金
の
加
入

推
進
へ
の
貢
献
、
女
性
目
線
で
細
か

い
所
に
気
付
く
た
め
高
齢
の
土
地
所

有
者
に
対
し
て
分
か
り
易
く
対
応
で

き
る
所
が
良
い
と
の
事
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
２
日
目
に
は
北
海

道
農
業
会
議
を
訪
問
し
、
女
性
農
業

委
員
登
用
に
係
わ
る
道
内
の
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
も
と
に
富
良

野
市
に
あ
っ
た
女
性
登
用
推
進
を
目

指
し
登
用
後
も
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
事
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
元
　
修
）

　
農
業
委
員
会
活
動
強
化
研
修
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
全
国
農
業
会
議
所
事

務
局
長
よ
り
「
農
業
委
員
会
組
織
を

巡
る
情
勢
」
と
し
て
、
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
を
巡
る
最
近
の
動
き
や
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改

正
に
よ
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
道
内
２
つ
の
地
域
の
農

業
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
帯
広
市
農
業
委
員
会
よ
り

「
農
業
者
結
婚
推
進
協
議
会
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
続
い
て
標
茶
町
農

業
委
員
会
よ
り
「
産
業
ま
つ
り
で
の

活
動
の
見
え
る
化
、
情
報
提
供
活
動

等
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
と
い
う

こ
と
で
、
地
区
の
産
業
ま
つ
り
の
農

業
委
員
会
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
相

談
コ
ー
ナ
ー
開
設
な
ど
、
農
業
委
員

会
組
織
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　（
清
水
　
直
樹
）

　
旭
川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

に
て
、
市
町
村
農
業
者
年
金
協
議
会

代
議
員
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
管
内
よ
り
多
数
の
農
業

委
員
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
で
あ
る
北
海
道
農
業
会
議

よ
り
以
下
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

・
農
業
者
年
金
制
度
の
現
状

・
新
制
度
の
農
業
者
年
金
と
制
度
改

正
に
つ
い
て

・
農
業
者
年
金
制
度
の
充
実
に
関
す

る
要
望
と
制
度
改
善
状
況
に
つ
い

て
　
農
業
者
年
金
制
度
の
現
状
に
つ
い

て
は
令
和
４
年
度
に
北
海
道
で
は

３
０
８
人
の
新
規
加
入
者
が
あ
り
ま

し
た
が
昨
年
同
期
よ
り
加
入
者
は
減

少
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
、
富
良

野
市
に
お
い
て
は
11
名
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
以
下
の

３
点
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
４
年
１
月
よ
り
35
歳
未
満
の

方
は
月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
②
同
年
４
月

か
ら
は
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し

た
方
は
受
給
開
始
時
期
を
ご
自
身
で

選
択
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
同
年
５
月
か
ら
は
年
金
の
加
入
可

能
年
齢
が
65
歳
未
満
ま
で
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
制
度
の
充
実
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
政
策
支
援
要

件
の
充
実
と
し
て
政
策
支
援
対
象
者

の
拡
充
を
図
る
こ
と
、
特
例
保
険
料

の
年
齢
要
件
の
廃
止
、
区
分
３
の
配

偶
者
加
入
に
お
け
る
カ
ラ
期
間
の
措

置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

納
付
済
み
保
険
料
の
保
証
、
農
業
者

年
金
受
給
者
の
現
況
届
の
届
出
省
略
、

旧
制
度
の
経
営
移
譲
に
お
け
る
第
１

種
加
算
対
象
農
地
等
及
び
第
２
種
加

算
対
象
農
地
等
の
取
扱
い
の
緩
和
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
に
は
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た

（
渡
辺
昌
彦
）

　
市
長
へ
「
富
良
野
市
農
業
・
農
村

振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
農
政
部
会
を
中
心
に
議

論
を
重
ね
、
最
終
的
に
「
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
」、「
農
業
・
農
村
環
境
整

備
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
担
い
手
対

策
に
つ
い
て
」
の
３
項
目
に
つ
い
て

農
業
現
場
か
ら
の
意
見
と
し
て
作
成

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
農
政
対
策
特
別
委
員
会
の

委
員
9
名
で
提
出
し
、
そ
の
後
、
担

当
部
署
の
職
員
も
交
え
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
箱
罠
の
貸
出
数
の
増
設
等
を
要

望
し
、
市
側
も
同
じ
考
え
で
あ
る
こ

と
、
見
回
り
の
労
働
時
間
短
縮
の
た

め
の
カ
メ
ラ
の
設
置
、
給
餌
方
法
を

簡
易
化
す
る
た
め
の
実
証
実
験
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
鹿
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
鹿
柵
の
問
題
や
、
個
人
で
設

置
す
る
電
牧
へ
の
支
援
、
個
体
数
が

増
え
た
こ
と
か
ら
効
果
的
な
駆
除
方

法
や
最
終
処
理
施
設
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

④
市
町
村
農
業
委
員
会
活
動
強
化

研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
・
31
】

⑤
農
業
者
年
金
研
修
会
に
参
加　
　

【
２
・
９
】

⑥
市
長
へ
の
意
見
書
の
提
出
と
意

見
交
換　
　
　
　
　
　
　
　

【
２
・
14
】
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農
業
・
農
村
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
離
農
者
の
空
き
家
の
解
体
に
関

わ
る
問
題
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
研
修
生

の
心
の
ケ
ア
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
市
長
か
ら
、「
実
現
可
能
な

も
の
は
早
急
に
、
検
討
が
必
要
な
も

の
は
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
言

葉
を
い
た
だ
き
市
の
政
策
支
援
を
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
佐
々
木
雅
志
）

　
富
良
野
沿
線
農
業
委
員
会
連
絡
協

議
会
研
修
会
が
中
富
良
野
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
富
良
野
沿
線
農
業
委
員

会
連
絡
協
議
会
は
、
富
良
野
市
、
上

富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
南
富
良

野
町
、
占
冠
村
の
5
市
町
村
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

に
万
全
を
期
し
て
３
年
ぶ
り
に
68
名

が
集
い
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
農
業
会
議
よ
り
三
本
義
輝

氏
を
招
き
「
最
新
の
農
業
情
勢
に
つ

い
て
」
と
題
し
研
修
会
を
始
め
ま
し

た
。
昨
今
の
世
界
的
な
食
糧
情
勢
の

変
化
に
伴
う
食
料
安
全
保
障
上
の
リ

ス
ク
や
環
境
問
題
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
た
め
、
国
の
指
導
の
下
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
等
の
見
直
し
に

向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
１
日
よ
り
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
が
一
部
改

正
さ
れ
、
市
町
村
は
「
①
地
域
農
業

の
将
来
の
あ
り
方
」
や
「
②
農
用
地

の
具
体
的
な
利
用
の
姿
」
を
示
す
地

域
計
画
（
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
計
画
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
法

定
化
さ
れ
ま
し
た
。
②
は
具
体
的
に

は
目
標
地
図
（
10
年
後
の
農
業
を
担

う
者
ご
と
に
利
用
す
る
農
用
地
等
を

定
め
た
地
図
）
と
し
て
示
す
こ
と
、

農
業
委
員
会
は
目
標
地
図
の
素
案
の

作
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
農
地
法
の
改
正
で
は
、
農
地

の
下
限
面
積
の
廃
止
に
よ
り
新
規
参

入
が
し
や
す
く
な
る
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
仁
原
憲
和
）

　
長
き
に
わ
た
り
農
村
花
嫁
対
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
「
富
良
野
地
方

ア
グ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
協
議
会
」
が
令

和
5
年
3
月
31
日
に
半
世
紀
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
、
沿
線
5
市
町
村
の
農

業
委
員
会
で
「
富
良
野
沿
線
農
村
花

嫁
対
策
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
翌

年
に
は
、
美
瑛
町
農
業
委
員
会
も
加

入
し
1
市
3
町
１
村
体
制
で
活
動
し
、

平
成
11
年
に
は
「
富
良
野
地
方
ア
グ

リ
パ
ー
ト
ナ
ー
協
議
会
」
に
名
称
を

変
更
。

　
協
議
会
設
立
直
後
に
お
い
て
は
、

府
県
の
企
業
へ
出
向
い
て
の
交
流
事

業
や
冬
期
間
は
北
の
峰
ス
キ
ー
場
や

自
然
豊
か
な
富
良
野
で
の
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
中
心
に
交
流
事

業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
50
年
〜
平
成
19
年
の
長
き
に
渡

り
、
週
刊
女
性
「
花
嫁
さ
ん
募
集

中
」
に
７
５
６
人
の
青
年
写
真
を
掲

載
し
２,
６
９
３
人
の
女
性
応
募
が
あ

り
、
協
議
会
解
散
ま
で
に
約
6
千
人

余
り
が
こ
れ
ら
事
業
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
多
数
の
事
業
に
よ
る

縁
で
２
５
０
組
以
上
が
ご
結
婚
さ
れ
、

現
在
に
お
い
て
は
そ
の
二
世
の
方
達

が
経
営
者
と
し
て
富
良
野
地
方
の
農

業
を
支
え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
は
美
瑛
町
農
業
委
員

会
が
脱
退
を
さ
れ
、
近
年
に
お
い
て

は
年
２
回
程
度
の
交
流
事
業
を
中
心

と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
結
婚
に
対
す
る
意
識
変

化
な
の
か
、
毎
回
半
数
以
上
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
も
成
婚
ま
で
に
至
る

ケ
ー
ス
が
減
少
傾
向
に
あ
り
協
議
会

運
営
の
難
し
さ
を
感
じ
る
時
代
と
な

り
、
J
A
ふ
ら
の
に
お
い
て
も
同
様

の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
を
実
施
さ
れ
成

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
良

野
地
方
ア
グ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
協
議
会

と
し
て
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た

と
考
え
、
本
協
議
会
を
解
散
す
る
事

を
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
、
臨
時

総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
令
和
５
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま

し
た
。

　
様
々
な
ご
意
見
・
お
考
え
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
及
川
栄
樹
）

⑦
富
良
野
沿
線
農
業
委
員
会
連
絡

協
議
会
研
修
会
に
つ
い
て【

2
・
15
】

⑧
富
良
野
地
方
ア
グ
リ
パ
ー
ト

ナ
ー
協
議
会
臨
時
総
会

【
3
・
20
】

　農業委員の任期は３年間で来年３月31日ま

でとなります。今年度は改選期となりますの

で、皆様のご協力をお願い致します。

【改選スケジュール】

令和５年10月〜 改選手続準備

令和５年11月１日 広報、ホームページ掲載

令和５年11月下旬〜12月下旬　募集

令和６年 １月 候補者選考委員会

令和６年 ３月 議会同意

令和６年 ４月 任命

改選に向けた手続きが改選に向けた手続きが
始まります始まります


